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◀�食育の取り組みを誰にでも分か
りやすく表現したピクトグラム

〈第 133 回〉

裏の診療科～病理診断科～
■問合せ／市立病院総務課企画財務担当 ☎ 22-2450

〈第 85 回〉

６月は「食育月間」です～自分や家族
の「食」について考えてみませんか～
■問合せ／健康課成人保健担当 ☎ 24-8181

食育イベント
■�日時／６月 14日㈯
10時～ 15時 30分

■場所／イオン米沢店１階

食育展示
■期間／６月
■�場所／ナセBA１階 暮ら
しに役立つ情報コーナー

経て、病理標本にします。その標本を顕微鏡で観察して、病
名の決定や良悪性を判断することが病理診断です。特にがん
の診療では、「病理診断」を基に治療方針が決められること
が多く、とても重要です。子宮頸がんや膀胱がんなどの検査
で行われる「細胞診」では、細胞検査士という専門スタッフ
と一緒に診断しています。
　さらに、亡くなられた人を対象に行う「病理解剖」も大事
な仕事の一つです。「病理解剖」ではご遺族の承諾を得て、
ご遺体の各臓器や病変を詳しくみて、病気の原因や治療の効
果を調べます。「病理解剖」の結果は将来の医療・医学の発
展に役立てられます。
　直接患者さんの目に触れない仕事ばかりですが、適切な医
療の提供ができるよう、これからも精一杯努めてまいります。

　皆さんは「病理診断」や「病理医」という言葉を聞いたこ
とがあるでしょうか。以前はドラマ化された漫画『フラジャ
イル』や芦田愛菜さんの将来の夢などで話題となったことも
ありますが、なじみのない人がほとんどだと思います。医療
関係者でも知らない人が多いくらいです。病理診断科の医師
（病理医）は患者さんの診察はせず、直接お会いすることも
ほとんどないので、知らなくても当然です。
　実際には、病理診断科は裏方として診療を支えています。
病理医は患者さんの体から採取された検体を取り扱って、「病
理診断」を行っています。具体的には、胃・大腸の内視鏡や
外科手術などで採られた検体をホルマリン固定などの工程を
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〇「食育」ってこんなこと 
　食育とは、さまざまな経験を通じて「食」についての知識
と、バランスの良い「食」を選ぶ力を身に付け、健全な食生
活を実践できる力を育てることです。
　近年、栄養の偏りや不規則な食事などによる肥満や、それ
らが原因と考えられる生活習慣病の増加が問題となっていま
す。また、若い女性を中心とした過度なダイエット志向に加

え、高齢者の低栄養傾向などの健康面での問題も指摘されて
います。食べることは一生続く基本的な営みのため、子ども
はもちろん、大人になってからの「食育」も大切です。
〇 食育イベント・食育展示に参加しませんか？ 
　実際に体験し、学ぶことができる「食育イベント・食育展
示」を実施しますので、ぜひご来場ください！

〇 食育イベントでのフードドライブにご協力ください
　米沢市食育推進計画では、市民一人ひとりが食品の無駄
や廃棄の少ない消費行動ができることを目指しています。今
回持ち寄られた食品は、市内のこども食堂などに寄贈します。

市ホームページ

　食育イベント・食育展示、フードドライブ
の詳細は、市ホームページをご確認ください。




